
       令和８年６月県議会定例会質問（一般）要旨  （７月１日） 

                                         ２－１   

    県 民 連 合        ４７番        古  市  三  久  

要            旨 答 弁 者 担 当 課 

一 持続可能な社会の構築について 

 

知事は、本県の電力供給県としてのこれまでの役割や原発 

事故の経験を踏まえ、持続可能な社会の構築に向け、どのよ 

うに取り組んでいくのか尋ねたい。 

 

二 「双葉原子力地区の開発ビジョン」について 

   

県は、財団法人国土計画協会作成の「双葉原子力地区の開 

発ビジョン」をどのように活用したのか尋ねたい。 

 

三 原油価格高騰等の影響について 

 

原油価格高騰等による令和８年度当初予算への影響につい 

 て尋ねたい。 

 

四 ふるさと納税について 

 

  ふるさと納税における令和６年度の県及び県内市町村の収 

支と地方交付税措置について尋ねたい。 

 

五 会計年度任用職員制度について 

 

  会計年度任用職員について、公募によらない再度任用の回 

数制限は廃止すべきと思うが、県の考えを尋ねたい。 

 

六 福島第一原発について 

 

１ 福島第一原発の廃炉完了までの期間を３０年から４０年 

とする中長期ロードマップについて見直すべきと思うが、 

県の考えを尋ねたい。 

 

知 事 

 

 

 

 

 

企画調整部長 

 

 

 

 

総 務 部 長 

 

 

 

 

 〃   

 

 

 

 

 〃   

 

 

 

 

 

 

危機管理部長 

 

 

エネルギー課 

 

 

 

 

 

 〃   

 

 

 

 

財 政 課 

 

 

 

 

税 務 課 

市町村財政課 

 

 

 

人 事 課 

 

 

 

 

 

 

原子力安全対策 

課 

 

 



２－２ 

要            旨 答 弁 者 担 当 課 

２ 福島第一原発の燃料デブリの処分方法や廃炉の完了時期 

などを法律で定めるべきと思うが、県の考えを尋ねたい。 

 

七 Ｆ－ＲＥＩについて 

 

  県は、Ｆ－ＲＥＩの立地を踏まえ、交通アクセスの改善に 

 どのように取り組んでいくのか尋ねたい。 

 

八 避難地域の復興について 

 

１ 避難指示解除の要件について、「年間積算線量２０ミリ 

シーベルト以下」から引き下げるべきと思うが、県の考え 

を尋ねたい。 

  

２ 避難地域の復興を進めるに当たり、年間追加被ばく線量 

１ミリシーベルト以下とするよう国に求めるべきと思う 

が、県の考えを尋ねたい。 

 

九 浪江町津島地区の除染について 

 

  浪江町津島地区全域の除染を早急に行うべきと思うが、県 

の考えを尋ねたい。 

 

十 避難者数のかい離について 

 

  避難者数について、市町村の集計方法を踏まえるべきと思 

うが、県の考えを尋ねたい。 

 

十一 有機フッ素化合物について 

 

  １ 有機フッ素化合物の一種であるＰＦＯＳ及びＰＦＯＡ 

   が検出された公共用水域の地点数とその対策について尋 

ねたい。 

 

危機管理部長 

 

 

企画調整部長 

 

 

 

 

避難地域復興局 

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〃   

 

 

 

 

 〃   

 

 

 

 

 

 

生活環境部長 

 

原子力安全対策

課 

 

福島イノベーシ

ョン・コースト

構想推進課 

 

 

避難地域復興課 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 〃   

 

 

 

 

避難者生活支援

課 

 

 

 

 

 

水・大気環境課 



２－３ 

要            旨 答 弁 者 担 当 課 

２ ＰＦＯＳ及びＰＦＯＡが水環境中へ排出される原因と 

 なり得る施設について、どのようなものがあるのか尋ね 

 たい。 

 

  ３ 水道におけるＰＦＯＳ及びＰＦＯＡへの対応につい 

て、県はどのように取り組んでいくのか尋ねたい。 

 

十二 県民健康調査について 

 

  １ 福島第一原発事故後に生まれた子どもたちについて 

も、県民健康調査の対象として甲状腺検査をすべきと思 

うが、県の考えを尋ねたい。 

 

２ 福島第一原発事故後、国の原子力災害現地対策本部に 

 よる小児甲状腺被ばく調査の対象となった１ ,０８０人 

は非常に少なく、その上、測定方法に不備があったと思 

うが、県の認識を尋ねたい。 

 

３ 原子放射線の影響に関する国連科学委員会、いわゆる 

ＵＮＳＣＥＡＲの報告書におけるヨウ素摂取量について 

は、日本人の摂取量の取り込み率を０．５と過小評価さ 

れていることに対して、日本人のヨウ素摂取量は、国際 

基準と同等であると思うが、県の認識を尋ねたい。 

 

４ ＵＮＳＣＥＡＲの報告書における屋内退避効果につい 

 ては、放射線被ばく線量の屋内退避効果の低減係数を 

０．５として算出している一方、福島県が計測した測定 

値は、屋内及び屋外の放射線被ばく線量がほぼ同じにな 

っており、屋内退避の効果はほとんどないと思うが、県 

の認識を尋ねたい。 

 

生活環境部長 

 

 

 

保健福祉部長 

 

 

 

 

 〃   

 

 

 

 〃   

 

 

 

 

 〃   

 

 

 

 

 

 〃   

 

水・大気環境課 

 

 

 

食品生活衛生課 

 

 

 

 

県民健康調査課 

 

 

 

   〃 

 

 

 

 

   〃 

 

 

 

    

   

   〃 



２－４ 

要            旨 答 弁 者 担 当 課 

  ５ ＵＮＳＣＥＡＲの報告書の推計甲状腺吸収線量は、食 

   品の経口摂取による被ばく線量を過小評価していること 

   に対して、原発事故直後、出荷制限が始まるまでに、汚 

   染した野菜の出荷が続いていたが、報告書の線量に対す 

   る県の認識を尋ねたい。 

 

  ６ 県民健康調査検討委員会で得られた知見や評価につい 

て、県民の理解が得られるように広く分かりやすく公表 

していくべきと思うが、県の考えを尋ねたい。 

 

十三 小名浜臨海地域について 

 

１ 小名浜臨海地域の製錬所の一部生産停止が地域経済に 

与える影響について、県の考えを尋ねたい。 

 

２ 小名浜臨海地域における企業誘致について、県の考え 

 を尋ねたい。 

 

十四 米価について 

 

   稲作経営の継続に必要な、生産者が販売する６０キログ 

ラム当たりの米価の水準について、県の考えを尋ねたい。 

 

十五 小名浜港臨港地区の県有地について 

 

県は、小名浜港臨港地区の県有地に計画されている新ス

タジアム建設予定地について、どのように関わっていくの

か尋ねたい。 

 

十六 教職員の働き方改革について  

 

  １ 教職員の時間外勤務時間を２年以内に月平均３０時間 

   程度に削減すべきと思うが、県教育委員会の考えを尋ね 

たい。 

 

保健福祉部長 

 

 

 

 

 

 〃   

 

 

 

 

 

商工労働部長 

 

 

 〃   

 

 

農林水産部長 

 

 

 

 

土 木 部 長 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

県民健康調査課 

 

 

 

 

 

 〃 

 

 

 

 

 

商 工 総 務 課 

 

 

企 業 立 地 課 

 

 

水 田 畑 作 課 

 

 

 

 

港 湾 課 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 庁 

 



２－５ 

要            旨 答 弁 者 担 当 課 

 ２ 教職員の働き方改革の推進に向け、教育予算の増額を 

国に求めるべきと思うが、県教育委員会の考えを尋ねた 

い。  

  

３ 公立小中学校における水泳の授業の外部委託につい 

て、市町村教育委員会に指導・助言すべきと思うが、県 

教育委員会の考えを尋ねたい。 

 

十七 勤務条件等に関する調査について 

 

  １ 会計年度任用職員の勤務時間や給与等の実態調査をす 

   べきと思うが、県人事委員会の考えを尋ねたい。 

 

  ２ 県立学校における教職員の休憩時間や部活動等の時間 

   外勤務時間の実態について調査すべきと思うが、県人事 

委員会の考えを尋ねたい。 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 〃   

 

 

 

人事委員会委員 

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 庁 

   

 

 

   〃 

 

 

 

人 事 委 員 会 

 

 

 

 

 

 


